
リーン・ファン・デン・ヒューベルさんが遺してくれたもの

リヒテルズ直子

今年の 1 月 1 6 日 、 私 たち日本のイエナプランナーたちの多くが愛してやまな

いリーン・ファン・デン・ヒューヴェル先生が 7 3 歳 の 生涯を閉じられまし

た。昨年末に風邪をひいて以来、急速に肺の機能が失われ、思いもよらぬ急

逝となりました。

1 月 2 3 日 に 執 り行われたご葬儀にはご家族ご親族はもとより、 4 0 年 以 上にわ

たって勤められたバレンドレヒト市のイエナプランスクール「ドクター・ス

ハエプマンスクール」の職員や、この学校が属していた大きな組織カトリッ

ク学校協会の職員たち、そして、オランダのイエナプラン関係者の多くが駆

けつけ、リーンさんの安らかなご永眠をお祈りしました。

私とリーンさんの出会いは 2 0 0 7 年 に 始 まります。拙著「オランダの個別教

育はなぜ成功したのか」を上梓した後、オランダ・イエナプラン協会の年に

一度の全国大会でフレーク・フェルトハウズさんと出会い、彼らと共に日本

を訪れる企画をしたのがきっかけでした。フレークさんは、日本を訪問する

際に、ヒュバート・ウィンタースさんとリーン・ファン・デン・ヒューベル

さんを同行したいと提案されたのです。そしてその後すぐ、リーンさんの自

動車に同乗して、初めてフレークさんとヒュバートさんが経営していた「イ

エナプラン・アドバイス＆スクーリング社（ J A S ) 」 を 訪 れたのでした。企

画会議はとても楽しいものでした。会議の間にもフレークさんが重ねるジョ

ークに、リーンさんはお腹を抱えるように笑っていたのを思い出します。

その後、初めてリーンさんの学校を訪れた時のことも忘れ

られない思い出です。「こんな学校が存在していたのか」と

思えるほど心地よい学校で、その後、いろいろなイエナプラ

ン校を訪れましたが、この学校ほど子どもたちが落ち着いて

いて、訪問者に対しても心を開いており、しかも、誰がやっ

てきても騒ぎ立てることなく自分の学習に集中している学校

を他に見たことがありませんでした。



その後、日本からオランダの教育を視察する方が少しずつ増えていきました

が、そのたびに、必ずリーンさんの学校を訪問してもらうようにしました。

また、リーンさん自身、何度私が視察者を同行したいと言っても、いつも可

能な限りで受け入れてくださり、その度に、にこにこと微笑みを湛えて訪問

者を受け入れてくださいました。

視察や研修を通してリーンさんの学校を訪れた日本人の数は、たぶん、 3 0 0

人 を く だらないことと思います。そして、訪問者の中に、この学校の姿を見

て、思わず涙を浮かべ「私もこんな学校で学びたかった」「なぜ私にはこん

な学校が作れないのだろう」と漏らしている人に、私は何人も出会いまし

た。

尾木直樹さんが「アナザースカイ」（テレビ番組）の撮影

のためにオランダにいらした時にご案内したのもこの学校

でした。子どもたちが登校してくる前の 7 時 半 から学校が放

課となり全てが終了する 1 5 時 半 まで、 8 時 間 にわたってこの

学校の中を隅々までご案内しました。この間、学校の中で

起きていることをマイクを通して尾木さんの耳にずっと語り続け、カメラマ

ンに撮って欲しい画像を案内し続けました。この番組は、日本でイエナプラ

ンを広げていく上で、とても大きな役割を果たしてくれたと思っています。

また、 2 0 1 4 年 に グ ローバル教育情報センターからオランダ・イエナプラン

の

D V D 『 明 日の学校に向かって』を刊行した際にも、私は、二人のカメラマン

と共に、特にこの学校を中心に撮影を進めました。

この D V D に は 、当時、オランダ・イエナプランの専門家として活躍していた

方達へのインタビューを収録しています。ただ、時間の都合で、どのインタ

ビューも大事な箇所だけを抽出して編集してあります。

今回は、リーンさんへの追悼の意を込めて、この時のインタビューの全録

（日本語訳）をここに掲載したいと思います。リーンさんが私たち日本人に

残してくださった数々の言葉を、ぜひ噛み締め、受け継ぎ、次の世代へと継

承していってくださることを心から願っています。



“イエナプランの最も素晴らしいところは、子どもとどう関わり

を持つかと考える点です”

リヒテルズ：リーン先生はすでに 4 0 年 間 学校にお勤めだとおっしゃっていま

したね。

リーン： 4 0 年 間 教育界で仕事をしています。そのうち 3 5 年 間 校長をしてき

ました。

リヒテルズ：イエナプランの校長先生ですね。

リーン：そうです。

リヒテルズ：ご自身はイエナプランで育ったわけではないけど、イエナプラ

ン校を作ろうとされたのでしたね？

リーン：この学校は前の校長がイエナプランにとても関心を持っていたので

す。そこにやってきてイエナプラン校を発展させようと思いました。

リヒテルズ：イエナプラン教育は、リーン先生にとって、これまでの普通の

学校に比べて何が特別に違っていると思われたのですか。

リーン：イエナプランの最も素晴らしいところは、子どもとどう関わりを持

つかと考える点です。私は、子どもたちに対して小さな寄与をすることによ

って少しでも良い世界を作りたいと思っています。大袈裟に聞こえるかもし

れませんが、イエナプランは子どもたちが自然の形で学ぶことを尊重しま

す。それはとても大切なことなのです。また子どもたちが人生を自立的に生

きていけるように、責任を持って生きるように、人生の中に楽しみを持つよ

うに、常に未来に対して楽観的に関わっていくように導きます。世の中には

大きな問題がありますが、そうした問題に子どもたちが解決を見出そうと関

わっていくようにするのです。そうすることで、子どもたちが将来、自分の

道を切り開いていけるように、そういう視点を与えるものです。素晴らしい

のは、そのために私たちが何か寄与できるということです。

“何かを実施したいと思うと、そのための形式を

考えなくてはなりません”

リヒテルズ：そういうことは他の普通の学校ではできないのでしょうか。



リーン：私はそれに応える自信はありませんが、少なくともイエナプラン校

であれば、そういうことをしようとするものだという期待は持てると思って

います。また私は多くの学校に良い先生たちがたくさんいると確信していま

すが、イエナプラン校では非常にたくさんの良い先生たちが協力しながら働

いています。つまり、ここには大きな雲のように、そういう先生たちがい

て、子どもたちの自立的な発達を導いています。

リヒテルズ：イエナプラン校には良い先生がたくさんいなくてはならないと

いうのはわかりますが、もちろん先生だけで成り立つものではないですね。

他にも、日々の授業のリズムなど普通校とは違います。多分、そのような組

織の仕方が普通校の形式に比べて先生たちの力をよりよく引き出すというこ

ともあると思います。普通の学校はなぜあのように型にはまっているのだと

思われますか。

リーン：確かに、イエナプラン教育には、形式と機能との相互作用がありま

す。何かを実施したいと思うと、そのための形式をどうするか考えなくては

なりません。また形式があると、教員たちがよく機能できるようになりま

す。

リヒテルズ：振り子のように揺れながら、、、？

リーン：（頷きながら）相互作用です。異年齢学級での授業は、非常に多く

の学校にとっては大変難しいものです。彼らは同学年クラスに慣れています

から、全員が同じ目標で同じことを学ぶというやり方しか知りません。もち

ろんそんなことはできるはずがないのですが、少なくともみんなが同じにな

るようにと考えて指導します。でも、イエナプラン校は異年齢学級ですか

ら、教員たちは、嫌でも子どもたちの違いを受け入れざるを得ません。だか

ら形式と機能とを結びつけるために常に考え続けなくてはなりませんし、な

ぜ自分はそうするのかと問い返し続けていなくてはならないのです。なぜ自

分はこれをするのか、なぜこの形式を取るのか、と。そうすることで、教育

に対して、鋭敏に関わり続けるのです。異年齢学級であることが教員たちを

子どもたち一人ひとりに異なる形でかかわらせます。年少の子、年中の子、

年長の子がいますから、教え方にも多様な考えが必要になります。出来合い

の学習指導要領を使うわけにはいかないのです。なぜならそうしたメソッド

は異年齢学級を前提にしているわけではありませんから。異年齢学級を指導

するのはかなり複雑ですが、それが教員たちを常に鋭敏に考えるようにさせ

るのです。他にも例を挙げることができます。対話・仕事・遊び・催しです

が、そこでも考えさせらることが多い。金曜の最後の時間に週末の発表会を



しますが、 3 0 分 の 発表会のために、 3 5 0 人 の 生 徒にそれに参加させ、教室を

片づけ、すべての準備をし、、、でも私たちは、必ずそれをやります。なぜな

ら「催し」は、そのために何が「話され」どういう「遊び」が起き、それに

ついて何を「学んだ」かをまとめるものだからです。そうしたものがみんな

一緒に集められ、そこで、子どもたちは自分がやってきたことを振り返るこ

とができるのです。つまりそれは全体をつなぐ要素でもあるのです。だか

ら、形式は、非常に明確な機能を前提として作られたもので、それに沿って

進めるものなのです。

“職員たちに学ぶチャンスを与え、彼らが学びを楽しいと

感じ、一緒に学ぶようになると学校がとてもダイナミック

な組織に変わっていきます”

リヒテルズ：イエナプラン校の校長として最も大切な役割とは何ですか。

リーン：私の最も大切な役割ですか、、、、長い年月のうちにはっきりしてき

たことですが、自分の考えを明確に示すこと、つまりどういう方向を求めて

いるかがはっきりと見えるように示すことですね。それから自分が持ってい

るビジョンを常に教員に伝え話し続けていることです。職員たちに話すこと

で、自分のビジョンをもっと鋭利なものにできないか、常に彼らと話し続け

ることが大切です。それから教員たち自身が発達できるように導くことで

す。つまり、彼らが学べるようにするということです。自分にはもう学ぶこ

とがないというのではなく、自分自身が学び続けていることです。学ぶこと

は楽しいことです。職員たちに学ぶチャンスを与え、彼らが学びを楽しいと

感じ、一緒に学ぶようになると学校がとてもダイナミックな組織に変わって

いきます。とてもたくさんのことが起きる場になっていくのです。その他に

は、組織がうまく運営されていくようにすることでしょうか。多分それが最

も高い優先順位に置かれるべきかもしれません。それがいい加減だと迷惑を

かけることになります。いつ何を始めて誰がどうするかといったことを明確

に伝えておかなければなりません。資金が十分に用意されていることも大切

です。そういったことが皆うまく組織されていなくてはなりません。皆が安

心して仕事ができるために、です。年間計画もそうです。そのために新学年

が始まる前にはたくさんの時間を割いて計画します。いろいろな活動がうま

く組み合わされ、やっている途中で何か変更をしなければならないというこ



とにならないためです。それは簡単なことではありませんが、その基本のス

テップをきちんと用意しておけば、教育活動にしっかり従事することができ

ます。

リヒテルズ：つまり、ステージを動かすディレクターの役割ですね。皆がス

テージの上で上手く演じられるように。

リーン：さっきも言いましたが、初めに時間をかけてしっかり準備しておけ

ば職員たちが自分の能力を発達させるチャンスが生まれます。職員たちがそ

れぞれどんな才能を持っているか、それを賞賛し、もっと伸びるように励ま

す、、、そうしておくと学校はもっともっと多くのことができる場所になって

いきます。教員たちと一緒に成長するのです。

“私たちの社会では、お互いに関心を持ち合うという

のはとても大事なことなのです”

リヒテルズ：イエナプラン教育を通して子どもたちにはどんな大人になって

欲しいと考えていますか。イエナプラン教育の理想の人間像は何ですか。イ

エナプラン教育が目指している人間の姿です。

リーン：私がどう思っているかですか、、、私が心に描いているのは、この学

校を卒業するときに、子どもたちが「私は自分にできることが何なのかを知

っている」と言えることです。それから「自分にできないのはどんなことか

も知っている」ということ。何らかのことができないというのは深刻なこと

ではないのです。「私はこれが得意、あれが得意、でもこれができないけれ

ど、それは悪いことではない」「でも私は他の人をこういうことで助けてあ

げられる」「私は価値のある人間で、これからもさらに発達していくのだ」

とね。卒業していった子どもたちからよく聞くのは、知識もそうだが、他の

人と一緒に働くことを学んだ、また、自立的であることを学んだ、というこ

とです。また、社会的であること、他の子どもたちとうまく関わり合えるこ

とです。さらに、取り組んだことには諦めずに努力すること、こうしたこと

は、私たちが持っている今の社会に必要な力です。今の時代の社会で自分の

場を早く見つけられること、物事を創造的に考え、自分の考えを他の人に伝

えられること、とてもたくさんの重要なスキルを学ぶ必要があります。

リヒテルズ：子どもたちがこういうスキルを身につけるために、校長や教員

がやるべきことと、やってはいけないこととは何ですか。



リーン：校長としては、今言ったように皆が学び続けているという文化を生

み出すことです。また、一番大切なのは、一人ひとりの子どもを学校で受け

入れることです。校内を歩いているときに、子どもたちが私に挨拶をしてき

たら、私は子どもたちに挨拶を返します。そして、私はいつもその子どもに

気づいたことを何か言います。多分、それは私の性分で、自分で意識してし

ようと思ってしていることではないのですが、、、相手の子に対して「見てる

よ」と気づかせるような何かを言います。「いい髪型だね」とか「あれ、新

しいジャケットかい」と言ったことです。いずれにしても、子どもに対して

「私は君を見ているよ」と思わせるようなことを言うのです。私たちの社会

では、お互いに関心を持ち合うというのはとても大事なことなのです。もち

ろん、職員たちに対してもやります。それは校長の仕事の一つです。そうし

て職員たちもそういう言葉を返してくるようになります。これはとても重要

なことだと思っています。君を見ているよ、というのはその子を尊重してい

るということだからです。相手に信頼をおくことです。信頼の出発点ですが

「君はできるよ」「期待しているよ」ということなのです。そして、子ども

との関係の出発点に不信を置かないことが大事です。難しすぎるんじゃない

か、できないんじゃないかと考

えないこと。「僕は君がやってくれるのをあてにしているよ」と考えるので

す。そうすれば子どもはいい気持ちになり、もう一つ新しいステップを踏ん

でみようという気になります。

リヒテルズ：お互いの持っているクオリティへの信頼を元に、相手を尊重す

るということですね。

リーン：はい、そうです。基本は尊重にあります。相手を尊重し、 1 日 を 通

して、、、自分自身が模範になる行動をとることです。

“力のあることから出発するのは、「よくできない」ところから出

発するのとはとても違います。「君はここがよくできる」と言葉に

することは大切なことです。”

リヒテルズ：ところで「学習する組織」ですが、どうしてイエナプランと

「学習する組織」という二つの別のものに関心を持たれたのですか。たくさ

ん共通点があるということなのでしょうか。なぜ、イエナプラン校で「学習

する組織」の理論を用いておられるのですか。



リ ー ン ：「 学 習 す る 学 校 」 に つ い て は 1 0 年 前 に 学 び ま し た 。 ピ ー タ ー ・ セ ン

ゲ の 講 演 に 出 て か ら で す 。 研 修 に も 出 ま し た が 、 と て も 印 象 深 い も の で し

た 。「 学 習 す る 組 織 」 は ビ ジ ョ ン を 重 視 し ま す 。 そ し て 私 た ち は ビ ジ ョ ン を

持 っ て い ま す 。 こ の 学 校 は 3 0 年 前 に イ エ ナ プ ラ ン 校 と な り 、 し た が っ て イ エ

ナ プ ラ ン 校 と し て の ビ ジ ョ ン を 持 っ て 教 育 し て き ま し た 。 一 人 ひ と り が 持 っ

て い る 才 能 を 伸 ば す と い う ビ ジ ョ ン で す 。 一 人 ひ と り に つ い て 、 持 っ て い る

才 能 と い う 力 の あ る と こ ろ を 出 発 点 に す る 、、、 力 の あ る こ と か ら 出 発 す る の

は 、「 よ く で き な い 」 と こ ろ か ら 出 発 す る の と は と て も 違 い ま す 。「 君 は こ こ

が よ く で き る 」 と 言 葉 に す る こ と は 大 切 な こ と で す 。 チ ー ム 学 習 と い う の

も 、 私 の 性 格 に と て も 合 っ て い ま す 。 私 は 、 人 と 一 緒 に 何 か を 達 成 す る こ と

が 好 き な の で す 。 他 の 人 と 一 緒 に 自 分 が 成 長 す る こ と で す 。 な の で 、「 学 習

す る 組 織 」 が 出 発 点 と し て い る と こ ろ は 私 の 考 え に と て も 合 う も の が あ り ま

し た 。 ま た そ れ は イ エ ナ プ ラ ン 教 育 に も 言 え る こ と で 、 両 方 は 合 致 す る 点 が

多 か っ た の で す 。

リ ヒ テ ル ズ ： と こ ろ で 学 校 と い う も の は 、 1 0 年 、 2 0 年 後 の 社 会 に も ま だ 存

在 し て い る と 思 い ま す か 。

リ ー ン ： イ エ ナ プ ラ ン が で す か 。

リ ヒ テ ル ズ ： 学 校 そ の も の が で す 。

リ ー ン ： も ち ろ ん で す と も 。 私 は ま だ 存 在 し て い る と 思 い ま す 。 i P a d ス ク ー

ル と い う も の も 考 え ら れ て い ま す が 、 そ う い う 言 い 方 を す る と i P a d そ の も の

が 目 的 に な っ て し ま っ て い ま す 。 私 は そ う で は な い と 思 う 。 私 は 卓 越 し た 道

具 だ と は 思 っ て い ま す し 、 こ う し た 道 具 を 教 育 全 体 の 中 に 位 置 付 け る の で あ

れ ば 全 く 問 題 は な い と も 思 い ま す 。 け れ ど も 、 そ れ を 目 的 と す べ き で は あ り

ま せ ん 。 そ れ は 、 メ ソ ッ ド （ 指 導 要 領 ） そ の も の を 教 育 の 目 的 に は で き な い

の と 同 じ で す 。

リ ヒ テ ル ズ ： も し か す る と 2 0 年 も す れ ば i P a d な ど な く な り 、 何 か 他 の も の

が 出 て き て い る の か も し れ ま せ ん し ね 。

リ ー ン ： そ う い う も の は 、 何 か 役 立 つ も の 、 と 考 え る べ き で 、 人 間 の 基 本 に

あ る の は 、 お 互 い が 一 緒 に い る と い う こ と だ と 思 っ て い ま す 。 一 緒 に 成 長

し 、 お 互 い に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 る 。 そ の た め に は 学 校 が 必 要 で す 。

1 0 0 年 も 経 て ば 何 か 別 の こ と を し て い る か も し れ ま せ ん が 、 人 々 を 同 じ 場 所

に 集 め 、 互 い に 関 わ り 合 い を 持 た せ る 、 と い う の は い つ で も 必 要 な こ と で あ

り 続 け ま す 。 子 ど も た ち を 互 い の 中 で 成 長 さ せ ま す 。



“一番大切なのは、イエナプラン教育を始めたいと考えている人

たちが一緒に集まり、一緒に話し合ってみることだと思います。”

リ ヒ テ ル ズ ： 普 通 の 学 校 は 認 知 的 学 力 の 発 達 を 偏 重 す る 傾 向 が あ り ま す 。 そ

う い う と こ ろ に i P a d が 入 っ て き て そ う い う 教 育 を 担 う よ う に な る と 、 学 校 自

体 が 何 を し て い い か わ か ら く な り 問 題 と な る の で は な い か と 思 っ て い ま す 。

今 ま で 教 員 た ち が し て き た 仕 事 を i P a d

が や る よ う に な れ ば 、「 さ て 教 員 は 何 を す る の か 「 と い う こ と に な る の で は

な い で し ょ う か 。 そ の と き 、 イ エ ナ プ ラ ン 校 が こ れ ま で に し て き た こ と の 中

に は た く さ ん の 答 え が あ る よ う な 気 が す る の で す 。 イ エ ナ プ ラ ン 教 育 は こ れ

か ら ま す ま す 普 通 の 学 校 に 対 し て 影 響 を 持 つ よ う に な る の で は な い で し ょ う

か 。 私 は 、 分 校 長 の ド ミ ニ ク に も 聞 き ま し た が 、 イ エ ナ プ ラ ン や モ ン テ ッ ソ

ー リ 教 育 は こ れ ま で 常 に 学 校 教 育 の 中 で 小 さ な グ ル ー プ で あ り つ づ け て き ま

し た 。 約 ９ 割 の 学 校 は 普 通 の 伝 統 的 な 学 校 で す 。 で も 今 の 社 会 が 学 校 に 求 め

て い る の は 、 明 ら か に 、 イ エ ナ プ ラ ン や モ ン テ ッ ソ ー リ 教 育 が や っ て き た こ

と の 中 に あ る と 思 っ て い ま す 。 こ の 先 、 イ エ ナ プ ラ ン 校 は 増 え て い く と 思 い

ま す か 。 そ れ と も 、 普 通 校 が や は り 主 流 で あ り 続 け る の で し ょ う か 。

リ ー ン ： 私 は ３ ０ 年 に わ た っ て 、 普 通 校 の メ ン タ ル モ デ ル を 相 手 に 戦 っ て き

ま し た 。 イ エ ナ プ ラ ン 校 に つ い て は 、 実 際 に 中 に 入 っ て み る ま で 知 ら な か っ

た と い う 人 が ほ と ん ど で す 。 一 旦 入 っ て み る と そ れ が わ か り ま す が 、 社 会 に

は 外 か ら 見 た 偏 見 が ま だ あ り ま す 。 今 親 に な っ て い る 人 は 大 半 が 伝 統 的 な 普

通 の 学 校 で 教 育 を 受 け て き た 人 た ち で す 。 そ し て 自 分 の 子 ど も が 学 校 に 行 く

年 齢 に な る と ま た 伝 統 的 な タ イ プ の 学 校 を 選 び 、 ご く わ ず か の 人 し か イ エ ナ

プ ラ ン 校 を の ぞ い て み よ う と は し ま せ ん 。 面 白 い こ と に 、 今 こ の 学 校 に 来 て

い る 子 ど も た ち の 中 に は 、 親 自 身 が こ の 学 校 に 来 て い た と い う 人 た ち が 出 て

き て い ま す 。 だ か ら そ の 当 時 こ の 学 校 に い た 子 ど も た ち の 子 ど も が 、 ま た こ

の 学 校 に や っ て き て い る の で す 。「 私 は こ こ で と て も た く さ ん の こ と を 学 ん

だ し 、 と て も 意 義 の あ る 時 間 だ っ た 」 と い う の で す 。 だ か ら 「 同 じ 経 験 を 子

ど も た ち に も さ せ た い 」 と 。

リ ヒ テ ル ズ ： 最 後 の 質 問 で す が 、 今 、 こ の 映 像 を 見 て い る 日 本 の 人 た ち は 、

「 イ エ ナ プ ラ ン 教 育 」 と い う け れ ど も 、 い っ た い ど こ か ら 始 め た ら い い の だ

ろ う 、 と 思 っ て い る と 思 い ま す 。 リ ー ン さ ん は 、 ま ず 、 ど こ か ら 手 を つ け 始

め て 行 か れ た の で す か 。 私 は 、 初 め に ど れ も こ れ も い っ ぺ ん に や る の は と て



も難しいだろうと思っています。段階に分けるとしたら、まず何をやって、

次に何をしていけば良いでしょうか。少し長い答えになるかもしれません

が、簡単に短くまとめるとどんなふうになるでしょう。

リーン：（笑）一番大切なのは、イエナプラン教育を始めたいと考えている

人たちが一緒に集まり、一緒に話し合ってみることだと思います。 U 理 論で

すね。教育が持っている問題を考えるのであれば、まずそれをしっかり腑に

落ちるところまで考えることです。そして、過去に起きたことはやらない。

その経験を通して、 U 理 論に沿って深く考え、「いったい私たちは何がしたい

のか」と考えることが大切です。「私たちは何がしたいのか、子どもたちの

集団と共に」。子どもたちは、生き生きとしている大人を見て生き方を学び

ます。子どもたちが意義を感じ、社会に貢献できるようになるには、教育を

どのように組織企画していけば良いのか、というふうに考えていくべきなの

です。この運動をまず起こすことだと思います。

リヒテルズ：こういう活動を一緒に起こすチームが集まり話し合うというこ

とですね。そしてチームのメンバーがまずは一緒に深く考える、、、

リーン：そうです。一緒に考える、、、そしてそこから「じゃあどんな形式に

したらいいだろう」と考えていくべきなのです。初めに取り掛かるための形

式を決めます。それは、もちろん「サークル対話」かもしれない。でも、そ

れだけでは意味がない。なぜなら、サークル対話は、ある一定の形式で会話

を進めるものだからです。だからそれについて話し合うことが必要です。サ

ークルになって座るということは、私たちが皆同等な価値を持った存在であ

ることを知るためにそうするのです。みんながサークルになって座って会話

を始めると、そこにいる人たちは同等な価値を持っていることを理解しま

す。これは成功するための必須条件です。そうでないと、うまくいったかと

思えば、次には後に戻るということを繰り返さないとも限りません。

“私たちは大人になるまでの間に、子どもにどう「説明するか」ということ

に慣れすぎてしまっています”

リヒテルズ：多分少しずつ丁寧にして行ったほうがいいのかもしれません

ね。サークル対話をどう進めるのか、どんな話し方をするのが良いのか、と

いったことから。またどんな風に対話のきっかけを作り出すのか、それが納

得できるような段階になったら次のステップへと進む？

リーン：対話についてですが、自分は子どもとの対話をどのようにしている

か、、、を考えてみるといいと思います。私たちは大人になるまでの間に、子

どもにどう「説明するか」ということに慣れすぎてしまっていますが、実は



それはしてはいけないことなのです。子どもの問いかけに耳を傾けて、その

問いかけの後ろにはさらにどんな問いがあるのかを考える。なぜそういう問

いを出しているのか、何を知りたいと思っているのか、、、そして、そういう

問いに大人は答えを出すのではないのです。そうすると子どもたちの思考は

停止してしまいます。こういうことは教員が自ら学ばなければならない重要

なスキルです。子どもたちと良い対話ができるというのは、一般的な意味で

大切な前提条件です。自分自身が良い対話に入っていけること、、、、職員同

士がお互いに一緒に学校にどんなことを求めているのかを対話を通して話し

合う、、、それが固まれば、何か一定の期間を決めて、子どもたちの自立学習

を重点的にやるといったことを決めることができる。子どもたちが集中して

学べる、一緒に学ぶ、静かに落ち着いて学ぶなど、そういうようなことも、

発達過程に含まれていくでしょう。一旦この基礎がきちんとクリアできれ

ば、次の段階からは自然に発展していきます。しかもどんどん早く発達して

いきます。

“最初に良いスタートが切れるように十分に配慮を

してよく話し合うことが大切ということなのです”

リヒテルズ：そうではなく、基礎があやふやなのに形式だけを模倣している

と、決して良いイエナプランはできないということですね。

リーン：その通りです。一旦形式は取り入れたものの、うまく行かないと

「ほうら見てごらん」ということになってしまう。そして不成功に終わって

しまうと、その場で捨て去られてしまう。だから最初に良いスタートが切れ

るように十分に配慮をしてよく話し合うことが大切ということなのです。

リヒテルズ：とても良い締めくくりの言葉をいただきました。今日はどうも

ありがとうございました。


